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8.鉾田産 diazinon 抵抗性イエJi工の抵抗性の機構に関する研究 ⅠⅠ.Zn vltro におけ
る diazoxonの分解 正野俊夫 (東京大学良学部害虫学研究室) 48.12.21受理

Diazoxonのinvityoにおける分解を diazinon抵抗性の鉾田系イェバェと感受性の NAIDM 系

イェ '̂ェの磨砕紋で比較した.鉾田系の diazoxon分解酵素の活性は NAlDM 系より約2倍瑞く,

抵抗性の機構として, 大きな役割を果たしていることが明らかになった.Diazoxon分解酵熟 こよ

る diazoxom の分解生成物は diethylphosphateで,酵素の政道 pliは 7.0附近に存在した.

Diazoxon分解酵素は Cu',Cu++,Hg+,Hg+',♪-chloromercuribenzoicacid,isopropyl
paraoxon,EPNoxid占で阻苔されたが,SKF-525Aでは阻召されなかった. 鉾田系イエバェ磨砕

液の diazoxon分解酵素は phosphataseで,mixedfunctionoxidaseでも,glutathionetrans･

feraseでもないことが確認された.

茨城県鉾田町並の diazinonrO,0-diethy1-0-(2-

isopropy1-4-methy1-6-pyrimidinyl) phospboro･

thioate〕抵抗性イエバエ (以下鉾田系)について.そ

の抵抗性の横網を調べるため.diazinonの flnvityo

における代謝を調べたところ,diazinonの生体内活

性化物であろdiazoxon(0,0-diethyl0-(2-isopro･

py1-4-methy1-6-pyrimidinylphosphate〕が,鉾田

系イエバエの体内にはほとんど潜も1されていないが.

T･B受性の NAlDM 系では多良の苛税がみられた (正

W.1974)日.この多出のdiazoxonの苔桃がNAlDM
系イエバエ致死の広(凶である.鉾田系イエバエが,体

仲 こdiazoxonを苔桃 しないのは,一部は皮IBの

diazinon透過性の低下によるが,主 として鮮詔酵素

の飽きによるものと凪われた.

本火映では.鉾田系とNAIDM系のdiazoxon分解

即諾;の活性を比佼し,あわせて,鉾田系の diazoxon

分解即訪;の性矧こついて,主として 32p-diazoxonを
用いて調べた.

材料および方法

イエJtエ DiaZinon抵抗性の鉾田系 と感受性の

NAlDM 系イエバエを用い,羽化後4-6日の成虫を

実験に供した.局所施FT]法による diaZinonの LD80

はそれぞれ4.03.0.0643FLg/Llyであった.

供拭薬剤 32p-diazoxon:TheRadiochemical
Center(Amersham,Backinghamshire,England)

より購入した.入手時の比放射能は10mCi/mMであ

った.S空p-diazoxonは,比放射能が高い間は,放射

されるβ線によって分解され,水溶性の分解物を生じ

る.この分解物を取り除くため,毎使用厄前に,1%
NaZCOa水浴紋と chloroformを加え,よく捉とうし
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た後分紋し,chloroiorm 層を取り,chloroiorm を

乾煉空気中で蒸発させ相知した.このようにして柑T:

32p-diazoxon を paperchromatographyで調べた

ところ･不純物の混入は認められなかった,ヤーpropyl
paraoxon (0,0-di-n-propylOイーnitrophenyl

phosphate),EPNoxide(0-ethyl0-♪-nitrophenyl

phenylphosphonate,以下 EPNO),0,0-diethyl

phosphate(以下 DEP),SKF-525A (2-dimethyl･

aminoethy12,2-diphenylvalerate)は出菜技術研Wl.

所宍戸孝博士より提供された.

抗 ACllE作用喪失の測定 鉾田系およびNAIDM

系イエバエを,氷冷した生理食塩水 (0.15M NaCl,

0.04M MgCl2)で homogenizerを用いて, 1分間

磨砕し,得られた戯砕波をガーゼでロ過した後,500g

で5分間遠沈して,その上沼を酵素液として用いた.

この酵素紋2.7mtに所定浪度の diazoxon生理企瓜

水浴紋0.3mJを加え,27oCで2時間 incubateL.

その反応紋を100oCで1分加熱後, 遠沈し.その上

沼0.5mtを取り,この紋のAChE阻むLRを別べた.

AChE阻害皮は,別に用志したイエバエ山部の胎抑

紋をAChEの酵素紋として,Warburg挽圧法によっ

て求めた.AChE活性の汎定は前報 (正野.1974)l)

で述べたとおりである.

82p-dial:oXonの inI)ftroにおける分解 酎素

牧 :鉾田系および NAIDM 系のイエバエ成虫を.3

倍血の氷冷した0.25M ショ班を含む0.05M,pH7.4

の1)ン敢緩衝紋で,homogenizerを用いて磨砕し,

ガーゼでロ過後,500gで5分間遠沈して, クテクラ

の破片などを取り除き磨砕紋を得た. この磨抑紋を

10,000gで10分間遠沈して,得 られた上沼をSl分朗

と呼んだ.また,得られた沈殿はショ糖1)ン徴収紙状
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に懸濁させた後,史に.10.000gで10分間退沈し,そ

の沈殿をシ｡楯 l)ン職域粥紋に懸問し,これをMl分
画とした.託TI紋 :32p-diazoxonを少爪の Triton

X-100を含んだ acctoncにWltかし. これを100Ttffの苅

田水で希釈して100ILg/mtの水rT'‡紋を作り, これを

基質液とした. 即諾;括作のblTJ起 :0.9mIの耐諺;紋に

基質の32p-diazoxon水m紋0.1mtを加え.27●Cで

所定時間 incubateした.金桝イオン.FEは締りの形智
を調べろ時は,即邦牧0.8mI.非TI紋0.1mt.企捕イ

オンまたは附1ut刑の水桁牧0.1mtの反応牧を用いた.

所定時間 jncubation後,反応紋を100oCで1分間加

熱して. 酵累を失活させた. 更に, 反応紋に蒸留水

2mg,chloroform3mJを加えて,よく振とうした後,

遠沈して分校した.水屑を放射能測定用の試料皿に移
し,赤外線ランプで乾燥後.GM-counterで放射能

活性を測定した. 酢系統の空茶虫は Conwayの放丑

拡散班で測定しT=.

82p-dial:0王OTt分解物の同定 32p-diazoxonの水

浴性分解物の調製 :鉾田系Ml分画25mLと32p-dial

10XOn水溶耽 (100FLg/mt)3mLを27oCで2時間

incubateL.反応液から,宋分解の甲p-diaZOXOnを

chloroform で抽出した後,残 りの反応紋を 50oCで

約2mLに娘圧政桁し, これに培郡試料として DEP

を加えて. イオン交換 columnchromatographyの

試料とした.イオン交換columnchromatography:

diazoxon分脈酎累の分耶生成物をPlappandCasida

(1958)2)の考案したイオン交換 columnchromat0-

graphyで同定した.1(刀-200メッシュの Dowex

1-X8イオン交換樹脂50gを内径 1.5cmのクロマト

管につめて,次のm山紋を用いて,グラジュント法に
より浴出した.

(1)pH2塩概500mL～pHl塩酸500mL

(2) pHl塩憾200mL～lN塩懲200mt

(3)ptil以上になるまで水で洗う

(4)pHl塩酸+methanol(1:3)200mL

-1N塩慨+methanol(l:3)200mJ

(5)lN也慨+acetone(1:3)200mL～汲塩酸+

苅田水+acetone(I:1:6)200mt

(6) 汎氾偲+水+acctonc(1:1:6)200mt

桁山紋は10mtずつ分所し,各分所より2mLを取
り.放射統括性を81IJ起した. また各分所よりlmtを

取り.過塩訪潤 で蛾均した後.Allenの方法でT)ンを

比包r起用した.

積 果

DiazoxonをイエバエのEB'砕紋と incubateL,抗

AChE作用の喪失を調べた (節1表).Diazoxonと

鉾田系の磨砕液と incubateすると,抗 ACbE作用

が著しく減少した.例えば,3.3×10~8Mのdiazoxon

と鉾田系の磨砕波を incubateすると,0時間ではイ

エバエの AChEを100%阻害するが,2時間後には,

その抗 AChE作用は完全に失われる. これに反して,

NAIDM 系の磨砕紋と diazoxon を incubateした

場合.抗 AChE作用のは少はごくわずかであった.

鉾田系購砂状による diazoxonの抗 AChE作用の

斑矢が,解Tu酢邦によるdiaZ0XOnの分節に起因する
のかを抑かめろために.Sip-diazoxonを用いて dia･

zoxonの代謝 を調べた. イエバエの磨砕紋と 82p-

diazoxonを incubateすると,水柄性の放射性代謝

物が狩られ.この水柄牲代邦物は diazoxonが磨砕紋

によって分脈されて生じたものと瓜われる.水溶性代

謝物のLL成爪は incubationの時間と比例し,また磨

砕紋を 100'Cで1分rTTJ加熱 してから diazoxonと
incubateLT=均分は.水桁姓の代別物はほとんど和
られない.これらのことから,膳砕紋によるdiazoxon
の分脈は即諾;･(仰こ行なわれているものとIPl･えられた.

以下この即邦を diazoxon分朋群邦と呼ぶことにする.
鉾田系と NAlDM 系の磨砕紋における diazoxon

の分脈を比較すると,鉾田系では NAIDM 系の約2

倍の diazoxonを分解し.diazoxon分解酵素の活性

が鉾田系では NAIDM 系より強いことが 明らかにさ

れた (苅2表).

Table1.EliminationofantトAChEactivityofdiazoxonbythehomogenates
orHOKOTAandNAIDMstrain.

AChEactivity(%)
Incubation
time(hr) Diazoxonconcentration(M)

10-1 3.3×10-0 10-1 3.3×10-J 10-7 3.3×10-7

NAIDM O 84.5 22.7

NAIDM 2 98.4 80.0

HOKOTA 0 103.5

HOKOTA 2 4301

0

0

0
.
帆

0

0

4

0

0

23

0.8
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Table2. Degradationofさ2p-dizoxonbythe

homogenatesofHOKOTAand
NAIDM strain.

Diazoxondegradation

Incub建ppltime (mpg/mlhomogenates)
HOKOTA NAIDM

30 202 89
60 418 194

120 843(49*) 398(40*)

*Incubatedwithtllehomogenatesboiled.

Ml分画.Sl分画の diazoxon分解酵素の活性を,

酵素紋の窒素韮虫当りで比較すると,diazoxon分解

酵素の活性は鉾田系,NAIDM系とも,mitochondria

分画に相当するMl分画で,Sl分画の約2倍の値を示

した (第3表).Ml分画 の diazoxon分節酵素によ

る 32p-diazoxon分解の timecourseを邦1図に示

した.

鉾田系イエバエ戯砕紋の Ml分画に存在するdia･

lOチon分別 妹 による82p-diazoxonの水溶性代謝物
をイオン交換 columnchromatographyで展関する

と,第1の溶山紋つまりpH2鑑i敬一pHl塩酸で放
射誰活性のすべてが溶山され,節2から第6の溶出紋

では放射舵活性は搭山されなかった.鉾田系イエバエ

Ml分相による 82p-diazoxonの水溶性代謝物は,

DEPとの cochromatographyの結果,DEPである

ことが舵過された (邦2図).また NAIDM 系Ml分
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Table3.Degradationof82p-diazoxonby10,000g

supernatantfraction (Slfraction)and

precipitate (Mlfraction) from the
homogenatesofHOKOTAandNAIDM
strain.

I)iazoxondegra dation
(mFLg/mgN/60min)
HOKOTA NAIDM

Hompgenate 29.9 10.5

Mlfraction 39.0 18.8

Slfraction 16.8 9.0
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Fig.1. Degradationrateof82p-diazoxonbyMl
fractionsofHOKOTA and NAIDM
strain.

lD GO 9010 3t)

FractlorlMo.

Fig.2.10m･exchangecolumnchromatographyofwatersolubledegradationproducts
ofS空p-diazoxonbyMlfractionofHOKOTAstrain.Tothesolutiontobc

chromatograplledwasaddedauthenticdiethylphosphate.
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田.鉾田系Sl分画などの diazoxon分脈酔某によろ

分解物もDEPであった. つまり diazoxonは dia･

zoxon分節酵 素により次のJ:うに分脈される.

cc221:55:>Ai:鹿 一 cc,2.7,'55.0;pて:1.
Ml分所をptIのLTd.なるリン鵬相的枚に畦濁させ,
これを即諾;紋として,diazoxonJJJ脈即諾;の活性に及

ぼす pHの彫班を湘べたところ.diazoxon分脈甜菜

はpH7.0附近で位も高い活性を示すことがnj]らかに

なった.

金属イオンの diazoxon分解酵素の活性に及ぼす彫

弓削こついて調べた結果を邦4表に示した.CuH,Hg+◆

は10~1Mで,Cu',Hg+,ZrlH は10~3Mでdiazoxon

Table4.Theeffectorcationonthedegradation

oEdiazoxonbyMIfractionfrohlthe

homogenateofHOKOTAstrain.

Concentration Diazoxondegradation
added (M) (形)

■

監

監

肘
肘
帥
帥
㌫

肘
琵

肘
肘
監

l.

I

JJ

I.

l

I

1
1

-
l

l

l

t

l

I

l

I

I

I

I

0
0
0

0

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

0

0

0

0

1
1
1

1
1

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

0
6
4
5
2
8
1
1
0
6
5
3
2
4
8
0
9
9
2
2
2

00
10
01
98
13
12
19
01
0
29
02
04
04
砧
96
17
46
91
2
16
9

1
1
1

1
1

1

1
1
1

1

*Ethylenediaminetetraaceti■cacid

分解酎窮を阻むした.CaH,Mg+',Fe川,Fe川+,

MnH,NiH,Co◆'.AlH',Ba十十は10laMで即諾;tE;･

性に彫響を与えなかった. キレート剤の ethylenedi･

aminetetraaceticacid(以下EDTA)はdiazoxon分

解酵素を阻害しなかった. また,diazoxon分脈群素

の活性を増強する金属イオンは発見できなかった.

柾々の薬物の diazoxon分脈即諾;に対する好哲を第
5出に示 した. Rotenone,AntimycinA,KCN,

CHZlCOOH,CH2FCOONa.AsROa,phenylthiourea,

Table5.Theeffectofinhibitoronthedegra･

dationofdiazoxonbyMlfractionfrom
tllehomogenateofHOKOTAstrain.

Diazoxon
Inhibitor Concentration degradation

(M) (%)

None
Rotenone

AntimycinA
KCN
CH2TCOOH
CH&FCOONa
As20J
Phenylthiourea
SKF-525A(1)
PCMB(2)
PCMB+GSH(3)
GSH
Paraoxon

Triphenylphosphate

〟-Propylparaoxon

EPNO

0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0

1
1
1
1

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

100
102
96
98
90
103
97
106
79
55
96
109
88
104
74
93
13
56
910
26

(1)2-diethylaminoetlly12,2-dipllenylvalerate

(2)JI-Chloromercuribenzoate

(3)GSHconcentrationwas10-2M

SKF-525A は10~3M でdiazoxon分脈酢窮の活性に

辞哲を与えなかった.PCMBは 10~lM で diazoxon

分節即邦の活性を45,00'阻tlfするが.この阻矧 ま辺元型

glutathionc(以下 GSH)を加えることによって回駁

した. これは diazoxorl分節酵讃･が SH ri学邦･である

ことを示唆している.GSHは酎昇…活性を和地しなか

った.Paraoxon,triphenylphosphateは10~lM で

ほとんど阻害しなかったが,〟-propylparaoxonは

10-IM で87%,10~BMで44%阻害した.EPNO は

10~lM で100%,10ーSMで74%阻害した.

EB Egj

抑m系 イエバエの戯砕紋によろ diazoxon の抗

AChE活性の出火が,肺 伽紺;･によろ diazoxonの
分J掛こよることは斑関の余地がない.Diazoxonの分

求刑こ凹与している酢茄として.次の3つのものが考え

られる.

1.mixedfunctionoxidase(以下 mlo)

2.glutathionetransferase

3.phospIlataSe

Yangら (1971)3)はdiazinon抵抗性の Savannah

系イエバエの microsomeでは,NADPH の存在下

57
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に,diazoxonを DEP に分解する mfoの活性が強

いことを報告している. しかし,鉾田系の diazoxon

分解酵素は microsomeの含まれていないMl分画で

も活性が強く,また第1図に示したとおりNADPIi

を加えなくても,diazoxonを一定の速度で分解する

点と,mfoの阻害剤であるSKF-525Aで阻宙されな

い点から mfoでないことは明 らかである.Lewis

andSawicki(1971)一)は diazinonに抵抗性を示す

SKA系イエバエの上沼には,GSH の存在下に,,

diazoxonを desethyldiazoxonに分解する gluta･

thionetransferaseが.また,Yangら (1971)3)は

前述の Savannah系の上沼に,GSIi存在下に dia･

zoxon を DEP と構造未確認の代謝物に分解する

glutathjonetransferaseが存在することを示した.

しかし.舛tfl系の diazoxon分解酵素は,上沼を含ま

ないMl分画にも存在し,GSH を加えてもその活性

が上Pl･しないことから,glutathionetransferaseで

もないことは明らかである.鉾田系 イエバエの dia･

ZOXOn分朋酢弟;･は,mfoでも, glutathionetrans-
Ieraseでもなく. また,phosphataseの阻害剤であ

る EPNO.n-propylparaoxonで阻害されるととか

ら,phosphataseであることがほは確認された.

ShishidoandFukami (1972)B)はネズ ミの肝臓

mitochondriaと microsomeに diazoxon加水分解

即諾;･bill:I/i:し, この群素が CaH によって活性化さ

れ.EDTA によって阻EIHされ,その酵素活性の最適

ptiは8.8であることを示したが,鉾田系イエバエの

djazoxon分脈群宗は.特定の金属イオンで活性化さ

れず,またEDTAで阻51fされることもなく,段通pH

も列なっているので.ネズミ肝臓の diazoxon加水分

脈即諾;･と鉾田系の diazoxon分解酵素はその性質がか

なり災なるものと考えられた.

OppenoorthandAsperen(1961)8)は有機.)ン剤

抵抗性イエバエの磨砕紋が oxon型有機 t)ン剤の抗

AChE作用を失わせることを発見し, この抗 AChE

作用の出火が,抵抗性 イエバエの磨砕波に存在する
phosphataseによるものであり, この phosphatase

は氾伝子の突然変邦により,aliesteraseより変った

とする mutantaliesterase説を発光した.これに対

して 0'･prien(1966)7'は2つの見帥は を上げた.節

-は,oxon呈出有機リン剤が phosphataseによって

分解されたとする火映的証n)jがない.節二は.oxon

型有機 リン剤の抵抗性イエバエの磨砕紋による分節皿

が,抵抗性イエバエと感受性イエバエのLD50の差を

説明する程,大きくない.第一の点に関して,Welling

ら(1971)8)は8H按誠のparaoxonを用いて,有機t)

ン剤抵抗性イエバエの磨砕紋は paraoxonをDEPに

分解する phosphataseが存在することを明らかにし
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た.鉾田系の場合も,diazoxonrを DEPに分解する

pl10Sphataseが磨砕紋に存在することが明らかにさ

れたので.0'Brienの第-の疑問には解答が与えられ

た.鉾田系イエバエの磨砕紋によるdiazoxonの分解

虫は418mFLg/mt磨砕紋/hrであり.NAIDM 系で

は194mFLg/mL磨砕紋/hrである (節2表). これは,

それぞれ約 30mfLg/fly/hr,15mFLg/fly/hrに相当し,

鉾田系とNAIDM系の間には約15叫Ig/fly/hrの差

が認められる.一方,diazinonをljLg/Elyの薬壷で

局所施用法で処理すると,60分後に.NAIDM系のハ

エは100% knockdownするが,鉾田系のハエは中

寿症状を発現しない.この時点でのイエバエ体内の

diazoxon苛税塁は NAIDM 系8･77mFLg/fly,鉾田

系 0.20mFLg/flyであった (正野.1974)1). この

NAIDM 系における diazoxon の多虫の苔桃が

NAIDM 系 イエバエ致死の原因である.鉾田系と

NAIDM 系における diazoxon苗8.1血のZ三8.57mFLg/

Llyは,1'nvJltTOにおけるdiazoxon分朋西軍弟:･の活性

の差約15mFLg/fly/hrで説明でき,鉾田系の イエバ

エ体内にdiazoxonを苛税させないのに十分な伯であ

る.これにより0'Brienの第2の疑問も説明できる.

このように OppenoorthandAsperenの mutant

aliesterase説を税極的に否定する 0'Brienの論拠は

一応消滅した. しかし,｢感受性系統の aliesterase

が迫伝子の突然変矧 こよりoxon型有機 .)ン剤を分

解するphospbataseに変った｣ とするこの仮説を証

明する実験的証拠は.現在に空ろも,まったくなく.

その証明は今後の研究に持たねばならない.

イエバエの diazinon抵抗性の機構としては.先に

述べたようにmfo,glutathionetransferaseが大きな

役割を来たしているとの報告があり,鉾田系の場合も,

これらの酵素が抵抗性の機構として飽いている可能性

は否定できないが,本実験ではphosphataseの一班と

考えられるdiazoxon分解酵素が,鉾田系のdiazinon

抵抗性の機蛸の一つとして,大きな役割を米たしてい

ることが結諭された.
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Sllmmary

Thedegradationofdiazoxonbyhomogenatesof

diazinon･resistantHokotastrainand-susceptible

NAIDMstrainofhotJSCrlicswasstudied.The

homogcnatcsofltokotastraindegraded more

diazoxonthanthoseofNAIDM strain.Itwas

found thatdiazoxonwasdcgradcdtodicthyl

phosphate.TheoptimumpHfordizoxondcgra･

dationwasabout7.0.Thereactionwasinhibited

byCu+,Cu'◆,Hg◆.llg◆◆.♪-chloromcrcuribert･
zoicacid,isopropylparaoxon.lndEPN oxide,

butnotSKF-525A.ItappearsthattllCdcgra･

dationofdiazoxonisnotduetomixedfuncliort

oxidaseandglutathionetranslerase.buttopllOS･

phatase. ThehigherrateoEdiazoxondcgra･

dationbythephospllataSeOfresistantllokota

strainisoneofthemostimportantmechanisms

oiresistance.

Insecticide Resistance in Cutex pI.PienBPattene Larvae OLAmagaszLklClty. Kazuo

YASUTOMI(DepartmentofMedicalEntomology,NationalInstituteo【Health,Shinagawa.Ku,

Tokyo)ReceivedJanuary31,1974.BoLyu･Kagaku,39,59,1974.(withEnglishSummary61)

9. 尼崎産アカイエカ幼虫の殺虫剤抵抗性 安田和田 (田立-予防粥生研究所相生昆虫部) 49.1.

31受理

1971年に穴何県尼崎市七ツ松地区から採袋したアカイエカ終令幼虫について, 殺虫剤抵抗性の故

さを調光した結凪 各種の有機憐剤に敬い交差蛇抗性が認められた.一方, ピレスロイド効の LC8.

伯は感受性コロニーの他と大差がなかった.

鈴木 (1968)l)は1967年8月に自然界から採銀した

アカイエカ幼虫が各種の有機憐剤に抵抗性の強いこと

を発見し,NAコロニーとして報告した.その後.安

富 (1970)2)は1969年に.鈴木の報告と同じ場所 (戻

川県尼崎市七ツ松地区の下水絡)から採塊したコロニ

ーを調べた結果,β-naphthylacetateを加水分解する

活性泳動相が,感受性系統に比べて異常に故いこと.

さらに.この泳動相は phenylacetateや methyl-n-

butyrateのような有機憤エステルをも加水分解する

ことを認めて報告した.

筆者はさらに,1971年8月に同一水域からの幼虫を

入手し,各位殺虫剤に対する交差抵抗性について災映

し,2.3の知見を得たのでここに報告すろ次節であ

ち.

本文に入るに先だち.辛.JI々 の御助石を胸わり,原稲

御校閲の労をとられた田立予,rJJ'紺出研死所術生見虫部

良朝比奈正二郎博士,ならびに,tlも.試描出の採!掛こ御

協力をいただいた尼崎の松見昭雌凪に対して感謝の志

を誠する.

材料および方法

I.供拭昆虫

火験に眺試したアカイエカ Culcx〆PfensI)allens

Coquillettのコロニーは,1971咋8月に穴川9.も尼崎市

七ツ松地区の下水満より,幼虫約500流を採災したも

のであり,実験室で飼育した1代目の終令初朋の幼虫

を供試した.

なお,比較対爪IT]の感受性系統としては,1962年以
降累代飼ff巾の出Ffl系アカイエカを用いた.

飼冊ま氾皮25●C.関係氾皮85,%,14時r'TW.(l明の佃
托lh11.円でおこない,幼虫の肘としては火映動物飼ffJT]

凹型飼料.成山には3,%砂地水を与え.産卵のために
はマウスを吸血Wtとした.

2.供試薬剤

実験に用いた殺虫剤は,有機憐剤として diazinon,

fenitrothion,fentllion(Baytex),dichlorvos(DDVP),

malathion,Abate,および,Dowc0-214,塩素系殺

虫剤として r-BHC,ピレスロイド系殺虫剤としては,

pyrethrins,allethrin,phtbalthrin,resmethrin,
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